
（２）各県医師会からの取組報告、情報交換及び問題提起 

 

取組報告等 

 

①ドクターバンク事業について 

I. 令和６年度の斡旋成立数     件 

II. 前回の九州ブロック会議で挙げた課題解決のため、特に取り組んだ点・今後の計画 

III. その他 

 

②女性医師支援について 

I. 前回の九州ブロック会議から新たに取り組んだ点・今後の計画 

II. その他 

各県からの回答 

 

宮 崎 

 

 

 

 

 

①ドクターバンク事業について 

Ⅰ.令和６年度の斡旋成立数  

・みやざきドクターバンク ３ 件 

・ドクターバンク無料職業紹介所 ７ 件 

Ⅱ.求職者に対して積極的なアプローチができておらず、ドクターバンクの 

認知度が低いという課題があった。そこで、県行政のドクターバンクホ

ームページのリニューアルにあたり、県医師会担当理事が内容の精査や

改善点について意見を述べ、利用者にとって分かりやすく有益なページ

となるよう協力した。求職者や求人施設のニーズを反映させ、より実用

性の高いホームページの構築につながった。 

今後は医師だけでなく看護師や医療事務など医療従事者の人材バンク

へと発展させられるよう県に対して要望を行っている。 

 

②女性医師支援について 

Ⅰ.「保育支援事業」に係るご案内や急な連絡事項等を速やかに発信できる 

よう保育サポート会員及び利用会員それぞれ向けに専用のメーリングリ

ストを作成し、円滑な運営と情報共有の充実のため取り組んだ。 

  今後、「女性医師就労環境改善支援」や、「復職・再研修・キャリアア

ップ支援」の補助金メニューを改善・充実させるため県と協議し、医療

機関及び女性医師に対して、意見や要望を把握する目的でニーズ調査を

実施する予定である。 

 

 

 


































